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ま
し
た
。

事業決算

令和5年6月9日発行 

福田地区 

社会福祉協議会

人口 6, 8 4 5人

世験3,196世帯

(令和5年3月末現在)

五
つ
目
は
、
福
祉
部
会
に
よ
る 

『
認
知
症
カ
フ
ェ
』
と

『
子
ど
も 

の
食
育
』
事
業
へ
の
取
り
組
み
で 

す
。
こ
ち
ら
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た 

ば
か
り
で
す
が
、
次
年
度
か
ら
の 

取
り
組
み
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

六
つ
目
は
、
地
域
団
体
の
連
携 

と
情
報
交
換
を
密
に
す
る
た
め 

の
『
団
体
連
絡
会
』
の
発
足
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
各
団
体
が
個
別
に
活 

動
し
、
連
携
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ 

と
の
反
省
に
立
ち
、
今
後
は
相
互 

に
連
携
を
深
め
る
こ
と
と
な
り

福
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

の
令
和5

年
度
の
活
動
は
、
次
の 

こ
と
を
重
点
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
 

ま
ず
は
、
活
動
拠
点
事
務
所
の
機 

能
の
拡
充
で
す
。
関
係
団
体
の
連 

携
を
促
進
す
る
場
と
し
て
、
ま 

た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
な 

ど
の
充
実
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
 

次
に
、
組
織
の
拡
充
を
目
指
し
ま 

す
。
適
材
適
所
の
人
材
配
置
や
組 

織
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
進 

め
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な 

活
動
を
実
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
 

住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ 

ス
の
向
上
を
目
指
し
、
生
活
相
談 

窓
口
の
拡
充
に
よ
っ
て
住
民
の 

不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
っ
て
ま 

い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地 

域
住
民
が
明
る
く
安
心
し
て
暮 

ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
住
ん
で
い 

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ 

く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和5

年
度
福
田
地
区
社®

総
会

令

和5

年
度
総
会
が5

月

14
日 

福
田
公
民
館
で
開
催
さ
れ
事
業
報 

告
、
決
算
、
及
び
新
年
度
事
業
計 

画
、
予
算
、
新
役
員
が
審
議
の
う 

え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【令
和4

S

事
業
報
告
】
 

令
和4

年
度
、
福
田
地
区
社
会 

福
祉
協
議
会
は
、
新
た
に
大
き
く 

亠
八
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し 

た
。一

つ
目
は
福
田
社
協
部
会
活 

動
の
活
性
化
で
す
。
こ
れ
ま
で
活 

動
し
て
き
た
広
報
部
会
に
加
え 

て
総
務
部
会
、
福
祉
部
会
が
活
動 

を
開
始
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
拠
点
事
務
所
を
開 

設
し
た
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
 

こ
れ
ま
で
福
田
公
民
館
を
利
用
し 

て

『
コ
ス
モ
ス
の
会
』
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
を
行
っ
て
き 

ま
し
た
が
、
新
拠
点
で
は
『
生
活 

相
談
窓
口
』
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
相
談
員
に
よ
る
生
活
相
談 

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま 

し
た
。

三
つ
目
が
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く 

り
プ
ラ
ン
第4

次5

ケ
年
計
画 

の
策
定
で
す
。
社
協
総
務
部
会
が 

中
心
と
な
っ
て
各
地
域
団
体
を 

巻
き
込
ん
で
プ
ラ
ン
策
定
に
取 

り
組
み
ま
し
た
。

四
つ
目
は
先
進
的
な
取
り
組 

み
と
し
て
の
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ 

ン
・
 L

I
N
E

操
作
の
指
導
を
行
え
る 

人
材
を
育
成
し
、
ご
高
齢
の
方
 々

に
使
用
方
法
を
伝
え
て
、
グ
ル
ー 

プ
ト
ー
ク
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換 

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

こ
れ
ら
は
高
齢
者
の
孤
立
を
豊 

地
域
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
期 

待
さ
れ
ま
す
。

【令
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畫

事

業

計
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】
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台
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委
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寺
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会
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栗

野
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監

事

福
田
地
区
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主
防
災
連
絡
協
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台
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顧

間
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令
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度

理
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桜
台
町
内
会
長
代
理

峠 

愛 

上
条
町
内
会
長

井
手
野
下
武 

寺
条
町
内
会
長

栗

野

富

男
 

後
谷
町
内
会
長

谷

本

哲

行
 

大
平
町
内
会
長

平

川

和

義
 

寺
分
上
町
内
会
長堂

河
内
力
男 

寺
分
下
町
内
会
長清

水

池

透
 

寺
分
東
町
内
会
長中

内

祐

秀
 

原
山
町
内
会
長

岩

崎

忠

信
 

福
田
五
月
ケ
丘
自
治
会
長

原 

勇 

大
和
台
自
治
会
長中

村

英

明
 

東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
町
内
会 

理
事 

村
上
百
合
子 

新
福
町
内
会
長

武

田

信

幸
 

観
音
町
内
会
理
事児

玉

義

昭
 

観
音
原
自
治
会
長谷

川 

惠 

若
宮
町
内
会
長

由

村

和

宏

山
城
町
内
会
長

井
手
野
下
義
教 

希
望
ヶ
丘
町
内
会
長

中

川

典

彦
 

福
木
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員 

協
議
会
長

野

村

克

己
 

福
木
学
区
体
育
協
会
長

森

畠

道

徳 

福
田
地
区
老
年
会
連
合
会
長

児

玉

吾

郎

福
田
地
区
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー 

ル
隊
長

百

田

曉

治
 

福
田
地
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議 

会
長

辻 

秀

司 

福
田
地
区
自
主
防
災
連
絡
協
議 

会
長

久

保 

正 

福
田
地
区
防
災
士
会
代
表

越

智

秀

二
 

東
地
区
保
護
司
会
保
護
司

松

島

洋

一 

福
木
地
区
青
少
年
健
全
育
成
連
絡 

協
議
会
副
会
長

阿

部

美

鶴
 

福
木
中
学
校P
T
A

会
長

岸 

充

計

福
木
小
学
校P
T
L

書
記

東

山

友

美
 

福
木
女
性
会
長

中

内

早

苗
 

福
木
女
性
会
副
会
長

山

本

愛

子

【福
田
の
産
業
】
 

〃

ぶ

ど

う

“ 

子
ど
も
の
頃
、
こ
こ
の
特
産
は 

ぶ
ど
う
で
し
た
。
百
姓
を
や
っ
と 

る
家
で
は
、
ほ
と
ん
ど
前
も
せ
ど 

(
家
の
裏
の
方)

も
ぶ
ど
う
を
植 

え
と
り
ま
し
た
。
福
田
ぶ
ど
う
い 

う
て
、
お
い
し
い
ぶ
ど
う
が
で
き 

よ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
か
ご
に
入 

れ
て
か
つ
い
で
ね
、
朝
暗
い
う
ち 

か
ら
起
き
て
、
松
原
の
市
へ
出
し 

よ
り
ま
し
た
。
家
に
残
っ
た
も
ん 

が
、
あ
く
る
日
の
た
め
に
ぶ
ど
う 

を
も
い
で
し
ご
を
し
て
、
用
意
し

福
田
の
自
然

福
田
に
天
然
記
念
物

が
や
っ
て
き
た 

今
年
の
冬
、
自
宅
裏
山
裾
の
大 

き
な
木
に
珍
し
い
鳥
が
や
っ
て 

き
た
。
調
べ
て
み
た
ら
「
ア
オ
バ 

卜
」
と
い
う
種
類
で
、
天
然
記
念 

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
県
が
あ 

る
と
い
う
。
な
か
な
か
目
に
す
る 

こ
と
の
少
な
い
鳥
ら
し
い
が
、
福 

田
で
の
目
撃
例
は
あ
る
の
だ
ろ 

う
か?ア

オ
バ
ト
の
名
前
に
つ
い
て 

は
、
「
ア
オ
—
、
ア
オ
」
と
鳴
く
の 

で
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
か
。

と
く
ん
で
す
。

原
山
、
五
月
ヶ
丘
の
へ
ん
は
、
 

ほ
と
ん
ど
ぶ
ど
う
園
で
し
た
。
む 

か
し
は
、
朝
は
よ
う
か
ら
夜
お
そ 

く
ま
で
、

よ
う
働
い
た
も
ん
で 

す
。

古

老

の

話(

昭

和

63
年
発
行
の 

記
載
よ
り
抜
粋)

P41

昔
は
緑
色
を
青
と
言
っ
て
い
た 

と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
と
も
、
 

い
わ
れ
て
い
る
。
草
の
実
が
主 

食
な
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を 

補

う

た

め

に

海

水

を

飲

み

に 

海

に

出

か

け

る

と

い

う

変

わ 

っ
た
習
性
が
あ
る
。
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